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1. 目的 

2024年度から建設業でも本格的に適用される働き方

改革（４週８休）であるが、長時間労働や休日出勤な

どの課題がある。社会情勢が変わっていくなかで、中

日本高速道路㈱（以下「NEXCO 中日本」という。）では、

施工省力化に関する技術開発を推進し、工事現場にお

けるイノベーションの推進や生産性の向上を図ること

を目的として、民間の競争参加者が保有する施工省力

化技術を一般競争入札総合評価方式の技術評価点で評

価する「施工省力化技術導入総合評価方式」を高速道路リニューアル事業のひとつである図－１のような橋梁

の床版取替工事に試行導入した。本稿ではこれについて紹介する。 

 

2. 施工省力化技術導入総合評価方式の概要 

施工省力化技術導入総合評価方式（以下「本方式」という。）とは、これまでより幅広い競争参加者から自

社が保有する施工省力化に資する技術提案を積極的に求め、入札価格と技術提案の総合評価により契約の相

手方を決定する方式である。技術提案で求める内容は、工事目的物である床版取替工に関する施工方法の省力

化や簡略化に寄与する新技術・新工法や工事の品質管理および出来形管理に関する i-Construction の導入に

よる省力化や省人化技術を求め、工事現場における受注者と発注者双方の生産性向上を図るものである。 

 

3. 本方式の特徴 

（1）総合評価点の考え方 

落札者の決定にあっては、表－１にあるように

NEXCO 中日本での一般的な入札方式に比べ、技術評

価点を 110 点と高く設定し、より技術力のある工事

会社を選定できることにした。具体的には、図－２

にあるように価格評価点が最高の B社（技術評価点

×0.5：40 点、価格評価点×0.5：50 点（満点））よ

りも、技術評価点の高い A 社（技術評価点×0.5：

55 点（満点）、価格評価点×0.5：40 点）の方が、総

合評価点が高くなり落札できる仕組みとしている。 

（2）求める技術提案 

技術提案では、「民間企業が保有する新技術・新工法の採用」や「i-Construction や ICT、IOT、AI などの

技術を活かした品質管理や出来形管理技術」を求め、施工省力化・省人化を図った。具体的には、プレキャス

ト床版の継手構造に独自技術を活用することでの施工省力化やコンクリートの品質管理や出来形管理をシス

図－１ 橋梁の床版取替工事イメージ 

表－１本方式と一般的な方式の総合評価点の考え方 
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テムで一元化し省人化するといった提案がなされている。 

（3）基本契約方式の適用 

基本契約方式は、図－３にある個別契約①の契約の相手方を

決定すると同時にその契約の相手方と基本契約を締結し、契約

全体を包括する基本契約のもとで複数の同種の個別工事契約

を紐づけて発注するものである。NEXCO 中日本で進めている大

規模リニューアル工事は、まだ始まったばかりで、知見や使え

る技術が受発注者双方で乏しく、このため、得られた知見やノ

ウハウを後続する工事へ引き継げるように、ひとつの基本契約

で複数の個別契約工事を実施できるようにした。これにより、

技術的知見やノウハウだけでなく、安全性及び品質の向上にも

期待できる。 

（4）その他の特徴 

1）工事会社の設計技術者不足の解消として、工事会社だけでなく建設コンサルタント会社と工事会社で構

成する「設計工事共同企業体」の競争参加を可能とする新たな仕組みを導入した。 

2）発注者側としては、競争参加者が保有する新技術・新工法に係る費用や i-Construction などの導入に

要する費用を過去の施工実績から参考工事規模（契約目安価格）を設定して、積算の簡略化を図った。 

3）入札時は総価契約で一式として契約するが、詳細設計後に細かく単価設定する総価単価契約に契約変更

することで工事中の部分払いを可能とし、受注者にとっても工事管理を容易な環境とした。 

 

4. 本方式の入札状況 

2020 年度に本方式を導入し、これまでに試行工事として入札公告を行った件数は 3 件である。これらの試

行工事の平均競争参加者数は 3.4 者であった。新たな取り組みとして期待していた設計工事共同企業体は、2

件の工事に１者ずつ参加があり 1 件の工事で受注に至った。3 件の工事における契約目安価格に対する契約金

額の平均比率は 99％であった。過去の施工実績から契約目安価格を設定しているため、契約目安価格と大き

く乖離する契約金額にはならなかった。なお、すべての工事において、価格評価点の最高者が落札者となった。 

 

5. まとめ 

NEXCO 中日本としては、試行工事での省力化技術の評価・検証をしっかり行い、有効性を確認した上で、本

方式を適用する工事の拡大を図りたいと考えている。また、本方式が建設業界の更なる働き方改革、更なる生

産性向上・省力化に寄与することを期待している。 

図－２ 落札者決定のイメージ 

図－３ 基本契約のイメージ 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

個別契約①
（最初の工事）

個別契約②
（後続の工事）

技術的知見

ノウハウ

※

※後続の工事の詳細設計を最

初の工事で実施することで、

連続して工事を実施

引継ぎ

凡例

基本契約の範囲

個別契約①の範囲

個別契約①の調査・詳細設計

個別契約②の調査・詳細設計

個別契約①の工事

個別契約②の範囲

個別契約②の工事
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